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注 意 事 項

 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

 問題冊子は，�ページ（表紙，白紙を除く）です。試験開始後，確認しなさい。

 解答は，別紙の解答用紙に記入しなさい。

 受験番号は，解答用紙の指定の欄に用紙ごとに正しく記入しなさい。

◇Ｍ１（６４８―１）



� 次の各問に答えよ。

 方程式（ log１０ x）２－ log１０ x２＋�� log１０
�
�x
�
�
２
＝�を解け。

 関数 y＝ x２＋��x＋��－�のグラフと直線 y＝ x＋�で囲まれた部分の

面積を求めよ。

� 次の条件によって定められる数列｛bn｝がある。

b１＝�，bn＋�＝ bn＋�（n＝�，�，	，……）

数列｛bn｝を用いて次の条件によって定められる数列｛an｝がある。

a１＝�，an＋�＝	an＋ bn（n＝�，�，	，……）

次の各問に答えよ。

 数列｛bn｝の一般項を求めよ。

 cn＝ an＋�－ anとおく。数列｛cn｝の一般項を求めよ。

 数列｛an｝の一般項を求めよ。
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� 点 P（�，�）と，�直線 l：�x－ y－�＝�，m：x－�y＋�＝�について，

次の各問に答えよ。

 直線 lに関して，点 Pと対称な点の座標を求めよ。

 直線 lと直線mの交点を Qとする。�点 P，Qを直径の両端とする円と直

線 lの共有点の座標を求めよ。

� p，q，r，sを自然数とする。プレーヤー Aとプレーヤー Bの�人があるゲー

ムを複数回行う。このゲームにおいて，一方のプレーヤーの勝つ確率が
p
q のと

き，他方のプレーヤーの勝つ確率は
q－ p
q である。すなわち，引き分けはな

い。さらに，勝つ確率が r
s のプレーヤーが勝った場合，このプレーヤーが次の

ゲームで勝つ確率を r＋１
s＋１ とする。どちらかが先に�連勝するか，�回ゲーム

を行った時点で終了する。

ここで，勝つ確率は約分や分子と分母を定数倍して，分母を小さくしたり大き

くしたりしない。たとえば，Aの勝つ確率が��のとき，Aが勝ち，負け，勝

ち，負けと進んだ場合，Aの勝つ確率は��，
�
	 ，

�
１０ ，



１１ ，



１２ と推移する。

はじめに Aの勝つ確率を��，Bの勝つ確率を
�
�として，次の各問に答えよ。

ただし，各問の確率は既約分数で求めよ。

 Aが�連勝して，�回のゲームで終了する確率を求めよ。

 Bが�連勝して終了したとき，最初のゲームで Aが勝っている条件付き確

率を求めよ。

 終了するまでのゲーム数の期待値を求めよ。
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